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65X皿21－2A～C諸処理後のX線回折図
記号は図4に準ずる
　65X皿21－2Cの粗粒粒子（図18）では10．15Aの黒雲母のピrクが7・42Aのノ・ロイサイト
のピークよりはるかに強い．しかし，細粒粒子（図17）ではこの逆であるので，黒雲母粒子全
体として両者はほぼ等量とみなされる．そのほか，24Aの極めて弱く幅広いピーク，および
10Aピークの低角度側に11．9Aの極めて弱い幅広いピークが重たっている。前者はバーミキュ
ライトと黒雲母の混合層鉱物であろう．後者はその二次反射あるいは加水黒雲母のどちらか明
らかでない．このほかギプサイトが存在する．
　著しく風化した当地点では風化帯の場所によるみかけ上の差はあっても粘土鉱物上の差はも
はや著しくたい．これらの試料は一部不規則混合層をまじえた残留黒雲母と，かなり多量のノ・
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加茂・大東地方花陶閃緑岩地帯におげる風化帯の粘土鉱物（第1報）一大八木・内田・鈴木
ロイサイト，および加水ハロイサイトからなること，2試料にギプサイトが存在することが特
徴的である。
5・風化生成鉱物の生成系列
　以上の結果を総括的に表現するために，二つの図的表現を試みた・一つは，土壌学分野で慣
用されてきた風化系列図とでもいうべきものであり，他は変成岩岩石学で使われている鉱物相
分帯図である．しかし，これらの図的表現を風化段階，あるいは風化分帯について利用する場
合には，それぞれ風化作用の本質に関連する困難な問題がある。
　5．1　図19は，原岩の黒雲母粒子
（緑泥石も含め）から風化作用によ
って生成した鉱物，あるいは，残留
している鉱物のX線回折強度と，肉
眼的風化帯分帯との関係を示してい
る．この図の線の種類はかならずし
も鉱物の存在量を表わしていない、
しかし，それらはおおよその存在量
の目やすとみなしてよい。
　この図は変成帯の鉱物相分帯と似
ている、しかし，図の意味は非帯に
ことなっている．変成帯の鉱物相で
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図19　風化帯分帯と黒雲母粒子に由来する粘土鉱物組
　　　　成との関係
　　　　線の種類は各鉱物の底面反射強度をあらわす・
　　　　点線は最も弱い反射，最太実線は最も強い反射・
　　　　○は未風化帯，I～皿cは風化帯・Reg・Mix・
　　　　（V－Bi）はバーミキュライトと黒雲母の規則
　　　　混合層鉱物
は各相，あるいは各分帯は，それぞれ平衡に達していることを条件としている．しかし，風化
帯における各分帯は一般に平衡条件に達した鉱物相を表わしていない．たとえば，花南岩形成
時の鉱物相から，現在の地表条件において不安定となった原岩の構成鉱物が，地表条件で安定
な一種の“鉱物相”へ変化する途中の諾段階を区分したものである・続成作用について水谷
（1967）が指摘したように，風化作用においても，我々が観察する風化物はいまだに平衡に達
していない場合が多いと考えられる．均質的な岩体のある小領域における地下水の流速，成
分，PH，Eh，温度などの風化作用に関係する諸条件が一定だと仮定すれば・未風化帯から
皿C帯へいたる各分帯は，風化作用のよりいっそう進んだ部分ほど，風化作用がよりいっそう
長時間働いたことを示し，したがって，上の仮定のもとでは，各分帯相互の関係は，ある一つ
の小領域において風化作用の働いた時間関係をあらわしている．つぎに同一領域内で風化作用
に関係する条件が途中で変化しても，それらの条件が風化作用と逆方向の作用をもたらす条件
ではないかぎり，各分帯相互の関係は相対的時間関係をあらわすことになる．上の諾条件の異
なる別の小領域で行なわれた分帯は絶対時間の異なったものであり，各小領域間の対比には諾
条件についての吟味が必要になる。
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　　この図カ）ら地域の全体的傾向は下のよう1こ要約できる
1る1；ll；㌶㌶㌶二∵㍍㍍滅
竈・㍍1㌶l1鴛㌶1㌣1lか！lllい／に
llる二地域としては最も風化の進んだ段階であ／皿・帯では！ば1ばギプサイトが検出されて
　　5・2全体的傾向は以上のようなものである、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかしこの図において，一つの間題は種々の
加茂・大東地方花陶閃緑岩地帯における風化帯の粘土鉱物（第1報）一大八木・内田・鈴木
帯で急速に増加している．このような例から考えると2）の風化過程がより一層近似的である
と考えられる。しかし，地域全体において，任意の黒雲母（緑泥石も含め）粒子のなかの一微
小領域がかならず一定の系統的変化を通って風化したとは断定しがたい．我々の，わずか6例
の系統試料においても，ことなった，風化系列が含まれている1
　まず，65X皿20－6A～C（図g，10），65X皿20－7A～E（図12，13）および65X皿21－2A～
D（図17，18）の系統試料では風化段階の途上にバーミキュライトのピークが明瞭に表われ
ているのに対し，65X皿！9－3A～C（図15）の系統試料ではバrミキュライトのピークはま
ったくみられず，また，65X皿3－4－6（図6，7）および65X皿5－7A〃C（図3，4）の系統試
料ではきわめて弱く幅広い規則型混合層鉱物のピークは認められるもののバーミキュライトの
ピークは認められない・前者のグノレープでは，黒雲母粒子の一微少領域はおそらく，加水黒雲
母からバーミキュライトヘ変化し，さらにハロイサイトヘ変化すると考えられる．しかし，後
者のグノレープでは黒雲母粒子の一微少領域はバーミキュライトを経ずに，あるいは，たとえい
ったんバーミキュライトとなっても急速に変化して，ハロイサイトに変化したとみなされるべ
きである・65X皿3－5にはハロイサイトと黒雲母の不規則混合層と判定される部分があり，風
化のかなり初期の段階で黒雲母から直接ハロイサイトの形成される場合が十分考えられる．ま
た，前者のグノレープにも，65X皿20－6Bにおけるように，黒雲母とハロイサイトの不規則混合
層があらわれており，この場合にも黒雲母から直接ハロイサトが形成されたと考えられる．以
上の考察から当地域における，黒雲母粒子の任意の一微少領域における風化系列は図20のよ
うにあらわされる．
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　図20　黒雲母粒子における粘土鉱物の風化系列
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感謝の意を表したい．島根県河川土木部砂防課の方々には，現地調査の際種々のご便宜をたま
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